
 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、お待たせしました！ 荒工通信第２号です。今号では、夏休みに行われた活動を中心にお届け

します。９月の東京は毎日雨で肌寒い日も多かったため、夏休みはすでに遠い記憶になっている人も多

いかもしれませんね。１０月は中間考査と荒工祭と忙しい月ですが、今月も元気に過ごしましょう！ 
 

1.柔道部全国大会出場！ 
柔道部の大会報告です。８月１６日（日）に「第５７回全国高等学校定時制通信制柔道大会」が行わ

れました。団体戦の東京Ｃチームに４年生Ｎさん、３年生Ｆさんが出場しました。１回戦を勝ち抜き、

続く２回戦で惜しくも敗退となりました。また個人戦９０キロ級に４年生Ｎさんが団体戦に続き出場し

ました。１回戦は見事一本勝ち！２回戦で敗退となりました。全国大会出場おめでとうございます！  

 

★４年生Ｎさんの感想★ 

８月１６日に講道館で開催された「第 57回全国高等学校定時制通信制柔道大会」に参加してきまし

た！私が柔道を始めるきっかけになったのも、1年前の柔道全国大会でした。仲の良い先輩が大会に出

場するという事で応援もかねてお手伝いに行き、その中で先輩や他の選手が最後まで全力で戦っている

姿勢を見て、自分もこんな風にやってみたいと思いました。そしてその後入部をしました。そしてこの

全国大会にたどり着くまでに、多くの試練がありました。稽古の疲労や難しさ、初めての試合でのケガ、

そして自分の停滞感など。やめてしまおうかと思った時もありました。しかし先輩や多くの先生方、い

つも来てくださるOBのコーチなどの支えがあり、他校の人との練習や後輩との切磋琢磨を重ねて全国

大会出場を勝ち取りました。前置きが長くなってしまいましたが、全国大会の話をしたいと思います。 

私は団体戦を東京都 C チーム、個人戦は９０キロ級の代表として出場しました。最初は団体戦を行い、

１回戦、１勝１敗で自分の番に回ってきました。自分が負けたら敗退する！という気持ちで戦いました。

結果は１本勝ちで勝利し、２回戦に勝ち進みました。２回戦では優勝候補と対戦し負けてしまいました。

ですが、胸を張れる結果でした。個人戦では１回戦、和歌山県代表の選手と戦い勝利しました。力が拮

抗する難しい試合でしたが、なんとか勝ちを引き寄せることができました。２回戦目では去年の全国大

会で９０キロ級を優勝した選手と対戦しました。結果は負けてしまい、私の全国大会は終わりました。

ですが、この選手と戦うことは私の念願で、入部のきっかけの１つでもあった憧れの選手でした。負け

てしまったことは悔しいですが、やり切ることはできたと思います。私は去年入部した際に全国大会出

場を夢見ていました。ですが１年という期間で一からと考えると、当時は現実的ではありませんでした。

しかし、多くの人の支えがあり、成し遂げることができました。その道中切磋琢磨した他校の仲間や先

生、また柔道部のOBの方などたくさんの人との関わりも、この経験も柔道部に入るという挑戦をしな

ければすべてありませんでした。去年の夏に柔道部に入部して本当に良かったです。卒業まであと２つ

大会があるので、これからも日々稽古に励みたいと思います。 
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２.「人間と社会」ボランティア活動！ 
３年生の「人間と社会」の科目の一環として行われたボランティア活動についてご報告です！ 

「人間と社会」とは自分自身や他者、社会との関わりについて考え、よりよい社会をつくるために必

要な知識や考え方を学ぶ科目です。生徒たちは、地域活動やボランティアなどの体験を通して社会の一

員として主体的に行動する力を身につけていきます。今回は７月２９日に３年生を中心に「荒川区花の

木ひろば館」にて小学生３０名を対象とした「万華鏡工作教室」の運営ボランティアを行いました！生

徒達にとって「ものづくり」は、日頃自分たちが学習している慣れ親しんだものですが、それが一転「も

のづくりの楽しさを伝える側になること」は初体験です。そのため、３年生はなんと４月から準備を重

ねてきました。材料の準備・テキスト作成・小学生に理解し楽しんでもらう作り方・説明動画作成・サ

ポートの仕方や声かけ等、準備は多岐にわたりまし

た。在校生や先生たちを相手にリハーサルを繰り返

し行いました。 

当日は想定外のトラブルも起きましたが生徒達で

その場で解決策を考え、乗り切りました！そして、

小学生は全員綺麗な万華鏡を完成させることができ

ました！万華鏡のキラキラ      に目を輝かせる小

学生の姿を見て、３年生は皆「楽しかった」と達成感

を得ることができました。 

 



 

★３年生の感想★（令和８年度「作文コンクール」応募作品より抜粋） 

今回のボランティア活動で「準備すること」は、ただ物を用意するだけではなく、実際に参加する人

の立場になって考えることだとわかりました。また、予定通りに進まない時でも、焦らずに周りと協力

して対応することの大切さも学びました。（Yさん） 

 

事前準備や実際の活動を通して学び得たことは、一番は自分で経験することの大切さを知ったことで

す。多くの学校では企画は先生が行い、やることはあらかじめ決まっているかと思います。今回はほぼ

一から生徒と先生で考えて企画しました。特別な体験だったと思っています。また司会進行の経験もし

たのでそれも大切な経験になったと思います。（Mさん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生を中心とした

生徒の皆さん、お疲れさ

までした！ 

 

３.荒川工科高校における進路活動と進路支援レポート 

1. はじめに 

本校（荒川工科高校）では、生徒一人ひとりが希望する進路を実現し、社会人として自立できるよう、

きめ細やかで実践的な就職支援および進路支援を展開しています。企業が求める即戦力としての基礎力

を養いながら、学校全体で生徒の就職活動を強力にバックアップしています。また、大学や専門学校へ

の進学を希望する生徒に対しても、個別指導や小論文・面接対策を通じて、それぞれの目標達成に向け

た手厚いサポートを行っています。 

 

2. ４年生向け就職活動の重点項目と流れ 

４年生の就職活動は、計画的に進められます。学校生活全般を通じて社会人としての意識を高めなが

ら、段階的に準備を進めていきます。 

（１）求人票の確認： 多彩な求人情報の中から、自身の適性や希望に合う企業を探します。 

（２）企業研究： 企業の事業内容や求める人物像を深く理解します。 

（３）履歴書作成： 自己ＰＲや志望動機を的確に表現する書類を作成します。 

（４）面接練習： 本番を想定した実践的な指導を重ねます。 

（５）就職試験受験： 積み重ねた準備を発揮し、試験に臨みます。 

（６）内定後の社会人準備： 入社に向けた心構えや基礎知識を習得します。 

 



3. これから進路活動を控える３年生から１年生へ 

企業が求める人材で重視されるポイント 

（１）毎日出勤できること： 勤務の安定性や健康管理など、社会人としての基礎。 

（２）礼儀・マナー： 組織の一員として円滑に関係を築くためのマナー。 

（３）コミュニケーション能力： 相手の意見を聞き、自分の意思を正しく伝える力。 

面接対策として重視する内容 

（１）第一印象： 服装、髪型、姿勢、笑顔など、清潔感と好感度を高める指導。 

（２）あいさつや社会人マナー： 入退室の作法や言葉遣いの徹底。 

（３）面接対策： 想定問答を通した自己表現力の向上。 

（４）チームワークや成果意識： 集団行動や目標達成に向けた協調性の確認。 

資格取得による優位性 

在学中に「電気工事士」や「工事担任者」などの専門資格を取得することで、技術者としての価値を

高め、就職活動を圧倒的に有利に進めることが可能です。また、これらの資格や日々の学習の成果は、

総合型選抜や学校推薦型選抜などの各種進学試験においても、自身の専門性をアピールする強力な武器

となります。 

 

インターンシップの様子 

     東進電気株式会社           壮光舎印刷株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壮光舎印刷株式会社のＨＰで本校インターンシップが紹介されています。 

 

https://www.sokosha.co.jp/arakawa_internship_20260721.html 

 

 

次回「荒工通信ＮＯ３」では夏休みのベトナムスタディツアーについての特集号をお届けします！

お楽しみに    

 

https://www.sokosha.co.jp/arakawa_internship_20260721.html


 


